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Sun Fire ミッドレンジシステム
ファームウェア 5.17.0 のご使用に
あたって

このマニュアルでは、Sun Fire™ E6900/E4900/6800/4810/4800/3800 システムの
ファームウェアリリース 5.17.0 に関する新しい機能および変更された機能について説
明します。

このマニュアルの内容は、次のとおりです。

� Sun Fire ミッドレンジシステムとエントリレベルミッドレンジシステムのファー
ムウェアマニュアル

� リリース 5.17.0 の新機能
� 一般的な情報
� Sun Fire ミッドレンジシステムの既知の制限事項

Sun Fire ミッドレンジシステムとエント
リレベルミッドレンジシステムのファー
ムウェアマニュアル
ファームウェア 5.17.0 には、次のマニュアルセットが付属しています。

� Sun Fire ミッドレンジシステム (E6900/E4900/6800/4810/4800/3800)

� 『Sun Fire ミッドレンジシステムプラットフォーム管理ガイド』
(Part No. 817-6185-10)

� 『Sun Fire ミッドレンジシステムコントローラコマンドリファレンスマニュア
ル』(Part No. 817-6189-10)

� 『Sun Fire ミッドレンジシステムファームウェア 5.17.0 ご使用にあたって』
(Part No. 817-6183-10)(このマニュアル)

� Install.info – ファームウェアに付属のテキストファイル。Sun Fire ミッド
レンジシステムのファームウェアのアップグレードおよびダウングレード手順
について説明しています。
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エントリレベルミッドレンジシステム (E2900/V1280/Netra 1280) のアップグ
レードおよびダウングレード手順については、『Sun Fire エントリレベルミッ
ドレンジシステム管理マニュアル』を参照してください。

� Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム (E2900/V1280/Netra 1280)

� 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム管理マニュアル』
(Part No. 817-6170-10)

� 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムコントローラコマンドリファ
レンスマニュアル』(Part No. 817-6164-10)

� 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムファームウェア 5.17.0 ご使用
にあたって』(Part No. 817-6179-10)

リリース 5.17.0 の新機能
リリース 5.17.0 以降のファームウェアは、Sun Fire ミッドレンジシステム 
(E6900/E4900/6800/4810/4800/3800) と Sun Fire エントリレベルミッドレンジシス
テム (E2900/V1280/Netra 1280) の両方をサポートします。

この節では、Sun Fire ミッドレンジシステムでのリリース 5.17.0 の新機能の概要につ
いて説明します。

永続ログ

SC V2 (拡張メモリーシステムコントローラ) が構成されているミッドレンジシステム
では、システムエラーメッセージおよび特定の種類のメッセージログが永続記憶領域
に保持されます。showsc コマンドを使用すると、システムに SC V2 が構成されてい
るかどうかを確認できます。showsc コマンドの出力例については、『Sun Fire ミッ
ドレンジシステムコントローラコマンドリファレンスマニュアル』の、このコマンド
に関する説明を参照してください。

� showerrorbuffer [-p [-n nnn]] コマンドを使用すると、永続システムエ
ラーメッセージを参照できます。nnn には、永続記憶領域内のメッセージのう
ち、表示するメッセージの件数 (最新メッセージからの件数) を指定します。

� showlogs [-p [-f filter][-n nnn]] コマンドを使用すると、永続ログを参照
できます。filter には、表示するメッセージログの種類を指定します。nnn には、
ログ内のメッセージのうち、表示するメッセージの件数 (最新メッセージからの件
数) を指定します。
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保守プロバイダは、この出力された情報を使用して障害追跡を行うことができます。
メッセージログおよびシステムエラーメッセージの詳細は、『Sun Fire ミッドレンジ
システムプラットフォーム管理ガイド』と、『Sun Fire ミッドレンジシステムコント
ローラコマンドリファレンスマニュアル』の showlogs および showerrorbuffer 
コマンドに関する説明を参照してください。

showerrorbuffer
Sun Fire ミッドレンジシステムは、次の機能をサポートします。

� すべてのミッドレンジシステムには、システムエラーレコードを短期的に保存す
る、動的な showerrorbuffer があります。システムエラーがメッセージログバッ
ファーに記録されると、動的な showerrorbuffer のシステムエラーレコードは、
showerrorbuffer にさらに領域が必要になったときに自動的に消去されます。

� SC V2 が構成されているミッドレンジシステムには、動的な showerrorbuffer と永
続的な showerrorbuffer の両方があります。永続的な showerrorbuffer は、発生し
たシステムエラーを取得し、showerrorbuffer がいっぱいになるまでシステムエ
ラーレコードを格納します。永続的な showerrorbuffer がいっぱいになると、新し
いシステムエラーレコードによって、永続的な showerrorbuffer 内の既存のエラー
レコードが先頭から上書きされます。

リリース 5.17.0 で変更されたコマンド

リリース 5.17.0 では、次の SC コマンドが変更されています。

� showerrorbuffer [-p [-n nnn]] － 永続システムエラーを表示する新しいオ
プションです。SC V2 が構成されているシステムで使用できます。

� showlogs [-p [-f filter][-n nnn]] － 永続メッセージログを表示する新しい
オプションです。SC V2 が構成されているシステムで使用できます。

� setupplatform －システムに Sun Fire Link ボードが構成されている場合、Sun 
Fire Link ソフトウェアを使用可能にする network パラメタが新たに表示されま
す。デフォルトでは、Sun Fire Link ソフトウェアは使用不可になっています。以
前のリリースでは、Sun Fire Link ソフトウェアはデフォルトで使用可能になって
おり、使用不可にできませんでした。

� showplatform － Sun Fire Link ボードがシステムに構成されている場合にの
み、network パラメタが拡張され、Sun Fire Link が使用可能または使用不可のど
ちらであるかを確認できます。

これらのコマンドの詳細は、『Sun Fire ミッドレンジシステムコントローラコマンド
リファレンスマニュアル』の説明を参照してください。
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一般的な情報

UltraSPARC IV CPU/メモリーボードを搭載したシ
ステムの最小要件

E6900/E4900 システムおよび UltraSPARC IV™ CPU/メモリーボードを搭載した
ミッドレンジシステムには、リリース 5.16.0 以上のファームウェアと Solaris 8 2/04 
以上のオペレーティング環境が必要です。

WDR
WDR (WBEM Dynamic Reconfiguration) を使用する場合は、SunSolve パッチ 
113507-03 を適用してください。これによって、WDR が UltraSPARC IV CPU/メモ
リーボードを正しく操作できるようになります。

Sun Management Center
Sun Management Center を使用する場合は、Sun Fire ミッドレンジシステム用 Sun 
Management Center 3.5 バージョン 3 追加ソフトウェアによって、UltraSPARC IV 
CPU/メモリーボードを搭載したミッドレンジシステムがサポートされることに注意
してください。

ファームウェアの互換性

リリース 5.12.x ～ 5.17.x のファームウェアが動作するシステムボードは、相互に互
換性があります。ただし、5.11.x が動作するシステムボードは、リリース 5.12.x ～ 
5.17.x のファームウェアが動作するシステムボードと互換性がありません。システム
ボードのファームウェアの互換性は、showboards -p version -v コマンドを実
行することによって確認できます。表示される情報から、各ボードのファームウェア
が SC で動作している ScApp のバージョンと互換性があるかどうかがわかります。
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使用しているすべてのシステムボードのファームウェアを同じリリースに更新し、ド
メイン上でできるだけすみやかに新しいバージョンのファームウェアを起動してくだ
さい。ドメインのファームウェアは、setkeyswitch off および setkeyswitch 
on コマンドを実行することによって起動します。システムのファームウェアの更新
およびファームウェアの互換性の確認方法については、今回のファームウェアリリー
スに付属する Install.info ファイルを参照してください。

UltraSPARC IV CPU/メモリーボードには、5.16.0 以上のファームウェアが必要で
す。UltraSPARC IV CPU/メモリーボードは、5.16.0 より前のリリースのファーム
ウェアでは動作しません。COD ボードでは、COD をサポートするリリース 5.14.0 
以上のファームウェアを実行する必要があります。

ファームウェアのアップグレードおよびダウング
レード

ファームウェアをアップグレードする手順については、Sun Fire ミッドレンジシステ
ムの今回のファームウェアリリースに付属する Install.info ファイルを参照して
ください。Install.info ファイルには、以前のファームウェアリリースにダウン
グレードする手順も記述されています。

E6900/E4900 システムおよび UltraSPARC IV CPU/メモリーボードを搭載したシス
テムでは、リリース 5.16.0 以上のファームウェアを実行する必要があります。これよ
り前のリリースのファームウェアは、UltraSPARC IV CPU/メモリーボードをサポー
トしていません。

SC V2 が構成されているミッドレンジシステムは、5.17.0 から以前のリリースの
ファームウェアにダウングレードできます。ただし、以前のリリースのファームウェ
アでは、5.17.0 で導入された機能がサポートされないことに注意してください。

注意 – 冗長 SC 構成の場合は、Install.info ファイルの記述に従って、まずスペ
ア SC のファームウェアをアップグレードしてから、メイン SC のファームウェアを
アップグレードする必要があります。

SSH (Secure Shell) プロトコル

リリース 5.16.0 以前では、ドメインコンソールからドメインシェルのナビゲートに、
ASCII ブレーク信号 (telnet セッションの場合は send brk、tip セッションの場合は 
~#) が使用されていました。リリース 5.16.0 以降では、tip セッションの ~# はサポー
トされません。send brk またはデフォルトのエスケープシーケンスである #. (ハッ
シュ記号とピリオド) が、telnet および tip セッションで使用できます。
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SSH セッションでは ASCII ブレーク信号は使用できませんが、#. (ハッシュ記号と
ピリオド) を使用してドメインコンソールからドメインシェルにナビゲートできま
す。エスケープシーケンスを表示するには、showescape コマンドを使用します。
また、デフォルトのエスケープシーケンスを変更するには、setescape コマンドを
使用します。この 2 つのコマンドは、リリース 5.16.0 で導入されました。これらのコ
マンドの詳細は、『Sun Fire ミッドレンジシステムコントローラコマンドリファレン
スマニュアル』の説明を参照してください。

電源装置の障害

Sun Fire 6800/4810/4800/3800 システムでは、ファームウェアをリリース 5.14.x 以
上にアップグレードしたあとで電源の切断または投入を行うと、電源装置に障害が発
生する場合があります。

注 – この節で説明する障害は、A184 および A185 の電源装置では発生しません。

電源装置に障害が発生すると、次の現象が現れます。

� 電源装置のオレンジ色の障害 LED のみが点灯します。

� showboards コマンドの出力に、電源装置の Status フィールドに Failed (失敗) と
示されるか、Component Type フィールドに No Grid Power (電源グリッドなし) 
と示されます。

次の回避策に従って、電源装置の障害を解決してください。まず、回避策 1 を実行し
ます。回避策 1 で解決できない場合には、回避策 2 を実行します。回避策 2 で解決で
きない場合には、回避策 3 を実行します。

� 回避策 1 － 電源装置のスイッチをオフにして、再度オンにします。ただし、Sun 
Fire 6800 システムの場合は、電源装置にスイッチがないので、回避策 2 を実行し
てください。

� 回避策 2 － 障害の発生した電源装置をシステムから取り外し、20 秒待ってから再
度取り付けます。緑色の起動 LED 以外にも点灯している LED がある場合は、緑
色の起動 LED のみが表示された状態になるまで、この手順を繰り返します。数回
試みる必要がある場合があります。

� 回避策 3 － SC を再起動します。その後、power on コマンドを使用して電源を投
入します。
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Sun Fire ミッドレンジシステムの既知の
制限事項
この節では、重大な影響を及ぼす可能性のあるバグのみを示します。README ファ
イルには、サンの内部だけで検出されたバグを含む、すべてのバグの一覧が記載され
ています。

自動 setkeyswitch off のあとに、SC がハン
グアップする (RFE 4454599) 
SC の手動リセットは、機能しません。

回避策 : 次の手順を行います。

1. ネットワーク接続 (telnet、rlogin など) を介して、動作中の各ドメインに接続
します。

2. 可能な場合は、各ドメインを停止します。

3. Sun Fire ミッドレンジシステムの電源を切断し、再度電源を投入します。

OK プロンプトで reset-all コマンドを複数回
実行するとドメインがハードハングする (バグ ID 
4951098)
OBP レベルで reset-all コマンドを複数回実行すると、ドメインがハードハング
する場合があります。

回避策 : reset-all コマンドは複数回実行しないでください。
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ScApp が Sun Management Center に SC ボード
のバージョン情報を提供しない (バグ ID 4984780) 
ScApp は、SC ボードのバージョン番号 SC V2 を Sun Management Center に提供し
ません。

回避策 : ありません。

フレームのファントレーおよび RTS の状態が記録
されない (バグ ID 4984203)
回避策 : showplatform -v コマンドを定期的に実行して、フレームのファントレー
および冗長転送スイッチ (RTS) の状態を取得してください。

自動回復が実行されたあともエラーイベントが報
告される (バグ ID 4985737)
自動診断 (Auto Diagnosis : AD) メッセージが発生したあと、ドメインの自動回復が
行われたことを示すメッセージが表示されても、そのドメインに関するエラーイベン
トの表示が継続されます。

回避策 : 最初の AD メッセージとドメインの自動回復が行われたことを示すメッセー
ジのあと、そのドメインについて続けて表示されるイベントエラーメッセージは無視
してください。

SNMP : FrameManager には MIB のエントリがな
く、フレーム状態トラップが発生しない (バグ ID 
4987286)
SNMP は、ミッドレンジシステムコントローラが内部で使用するインタフェースで
す。Sun Management Center は、SNMP を介して FrameManager の情報を受信する
ことはありません。バグ ID 4984203 も参照してください。

回避策 : ありません。
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「The error buffer is full」というメッ
セージが繰り返し出力され、永続ログを上書きす
る (バグ ID 4987854)
100 件のエラーレコードを格納できる動的な showerrorbuffer がいっぱいになると、
「The error buffer is full」というメッセージが、SC V2 が構成されている
システムの永続的な showerrorbuffer に繰り返し出力され、永続的な 
showerrorbuffer に格納されているシステムエラーを上書きします。

回避策 : ありません。

Enable Sun Fire Link? に yes が設定されて
いる場合でも、起動後に使用可能にならない (バグ 
ID 4994112)
setupplatform コマンドの Enable Sun Fire Link? パラメタが yes に設定され
ている場合でも、SC を再起動したあとで、Sun Fire Link ソフトウェアが使用可能に
なりません。Sun Fire Link クラスタノードをファブリックに登録することはできま
せん。

回避策 : setupplatform コマンドを実行し、Enable Sun Fire Link? パラメタ
を使用不可にしてから (パラメタに no を設定)、このパラメタをふたたび使用可能に
します (パラメタに yes を設定)。

機能している A184 電源装置が、電源投入状態と
して検出および認識されない (バグ ID 4994905)
ファームウェアは、電源が投入されている状態の A184 電源装置を認識しません。

回避策 : 次のいずれかを実行します。

� すべてのドメインを OK プロンプトの状態にして、キースイッチを off に設定しま
す。次に、マシンの電源を入れ直します (off にしてから on にします)。

� SC1 から SC0 へのフェイルオーバーを手動で実行します (スペア SC がメイン SC 
になるように、スペア SC からメイン SC へのフェイルオーバーを手動で実行しま
す)。新しいメイン SC は、電源装置を制御および認識することができます。
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setkeyswitch on を実行すると、SC が警告を表示
する (バグ ID 5010907)
ドメインで setkeyswitch on 操作を実行すると、60 秒後に
「DomainBufferWriter thread did not die」という警告メッセージがプラッ
トフォームログに出力されます。

回避策 : このメッセージはドメインまたはプラットフォームの操作に影響しません。
この警告メッセージは無視してください。

「The error buffer is full」というメッ
セージが誤って表示される (バグ ID 5011243)
動的な showerrorbuffer の各エラーが解釈され、メッセージログバッファーに報告さ
れると、そのエラーは動的な showerrorbuffer に保持される必要がなくなります。新
しいエラー用に領域が必要になると、報告されたエラーは showerrorbuffer から削除
されます。つまり、このメッセージは重要ではありません。

回避策 : このメッセージはドメインまたはプラットフォームの操作に影響しません。
このメッセージは無視してください。ただし、このメッセージによって永続的な 
showerrorbuffer がいっぱいになる可能性があります。バグ ID 4987854 も参照してく
ださい。
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